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1．はじめに  

掘削対象地盤が多摩川の伏流水を豊富に含む大径玉石  

混じりの浄水砂礫層であり，また，施工環境は道路幅員  

が狭く重要地下埋設物が海溝し，なおかつ，計画路線に  

はJR南武線及び川崎市の一水源である取水所が隣接し  

ている．本論文は，このような施工条件下での沈下管理，  

地下水汚染などの施工管理について報告するものであ  

る．  

Fig．3JR南武線軌道防護注入断面図   

2．エ事概要   

工事件名 三沢1号下水幹線その1－2工事  

企業先 川崎市下水道局  

工  期 自 昭和61年10月9日  

至 昭和63年3月15日  

工事場所 川崎市多摩区菅一丁目地内  

工事内容 土庄式（泥土庄）シールド工  

路線延長  ⊥＝744．2m  

マシン外径 ¢＝213伽m  

土庄式（泥土圧）セミシールド工  

路線延長  上172．9m  

マシン外径 ¢＝145伽m  

鋼管推進工（刃口元押し工法）  

路線延長  ⊥＝45．5m  

鋼管外径 ¢＝101伽m  

発進立坑  2箇所  

到達立坑  3箇所  

地盤改良工  DDS工法（二重管瞬結）  

CJG（高圧噴射注入）  

3．滞水（大径）砂礫地盤での掘進  

掘削対象地盤の土質は巨礫を含む礫層であり，多摩川  

の伏流水を豊富に含む極めて崩壊性の高い地盤である．  

したがって，地盤の応力開放に対する反応は非常に早く，  

短時間にして上部地盤に影響を及ぼす土質である．この  

ような土質に対処するため，チャンバー内に添加材を注  

入し，切削土砂に塑性流軟性と不透水性を付与すること  

で切羽の安定を図る機構を備えた土庄式（泥土庄）タイ  

プの機種を選定した．また，巨礫対策としてシールド機  

には最大排出礫径が50伽mのリボンスクリューを装備  
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Fig．2 地下埋設物断面図  

＊横浜（支）平瀬川（出）三沢下水（作）工事係長  

＊＊横浜（支）平瀬川（出）三沢下水（作）  



西松建設枝報VO」．11  抄録   

NO   

12・3 4 5 6 7 8 91011121314151617181920212223242526272829303132333435363738   

－16  

－18  

Fig．4JR南武線軌道沈下測定結果  
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Fig．5 ガス管沈下測定結果  

し，先導体（セミシールド機）においては，面板にロー  

ラービットを装備して大径礫を30仙m以下に破砕したあ  

と，最大排出礫径が30伽mのリボンスクリューにて取り  

込める構造とした．   

シールド工における裏込注人材は，掘進と同時に発生  

するテールポイドを瞬時に填充することが可能な2摘タ  

イプの瞬結工法を採用した．同時にセミシールド工，鋼  

管推進工の裏込注入にも瞬結工法を採用した．   

この結果，初期掘進時に施行錯誤はあったものの，JR  

南武晩路面及び重要地下埋設物に変位を与えることな  

く，全路線の掘進を無事終えることができた  

4．施工管理   

ヰー1沈下管理   

沈下管理は，JR南武線の蝿路面及び地下埋設物な  

どの変位を直接測定する方法と地中沈下棒により地盤内  

緩みを監視する方法の2本立てで行った．   

測定は，路面及びJR南武線では路上及びレール上に   
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Fig．6 FM（Ferrite Magnet）式沈下棒  

測点を5m毎に設け，また，地下埋設物では¢60伽mの  

超高圧ガス管にFM（FerriteMagnet）式沈下棒を直  

接取り付け（東京ガスにより設置），各測点をレベル測量  

により1日当り2回の割合で行った．   
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一方，地盤内緩みの監視はFig．6に示すように沈下棒  

を設置し，シールド機の掘進と同時に発生する地盤内緩  

みを早期に知り，掘進及び裏込注入管理の資料とした．   

また，路面や埋設管の下に発生する空洞を監視するた  

め，舗装に¢32mmの穴を削孔して探深棒にて定期的に監  

視した．  

n（kr】）  

－2－1 0 1 2 3 4 5  
l   l   l   l   l   l   l  

′√    －－－」2分後  

・－－・ 5  

・－－－8  

ーーーー12  

ーー15  

0
 
 
0
 
（
U
 
 
八
U
 
 

O
 
O
 
0
 
0
 
0
 
D
 
 

Fig．7 地中沈下棒模式図  
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Tablel地下水流向，流速測定結果表   
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Fig．8 地中沈下測定結果  

4－2地下水調査   

推進工事に使用する添加材，滑材及び裏込注人材並び  

に薬液注人材により，路線に隣接する取水量7500t／日  

の川崎市水道局上水さく井戸の地下水汚染を防止するた  

め，地下水の流向及び流速調査を事前に実施した．この  

調査結果を基に管理者と協議して，取水所ポンプを施工  

中に一時，停止することとした．また，施工中は自重屁己  

録計により常時水質監視（PH測定）を行った．  

平 面l、ズI  

測定深度  
孔  番  Ve  Vd  

GL－m   cm／day   cm／day   

NO．皇   8．9   95．7   35．9   

NO．3   8．8   52．5   20．2   

NO．4   9．0   95．6   34．9   

5．おわりに  

当工事を施工するに当り，当初から懸念されていた地  

盤沈下によるJR南武線や地下埋設物，特に郎0仙mの  

超高圧ガス管への影響並びに取水所への水質汚染など  

様々な問題に対して大きなトラブルもなく，計画どおり  

の施工を行うことができに   

最後に，工事遂行に当り，終始的確な御助言や御指導  

をいただきました川崎市水道局北部下水工事事務所並び  

にに当社シールド委員会の皆様に深く感謝の意を表しま  

す．  
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Fig．9 地F水調査  
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